



























































































































































































































































































































































































































































民 族 人 口 居住する自治区域面積（平方キロメートル） 主要分布地域（民族総人口の％）
チ ワ ン 族 １６，１７８，８１１ １５．４７ 広西９１．４，雲南６．５
満 州 族 １０，６８２，２６２ １．２２ 遼寧５０．４，河北１７．６，黒龍江１２．１，吉林１０．７，内蒙古４．６
回 族 ９，８１６，８０５ １０．２２ 寧夏１７．７，甘粛１２．７，河南１０．１，新彊７．９，青海７．４
ミ ャ オ 族 ８，９４０，１１６ ７．００ 貴州５０，湖南２１，雲南１２．１，四川７．２，広西５．７
ウイグル族 ８，３９９，３９３ １２１．８０ 新彊９９．７
土 家 族 ８，０２８，１３３ １．４２ 湖南３１．５，湖北３１，四川１８．９，貴州１０．８
イ 族 ７，７６２，２７２ １４．７５ 雲南６１．７，四川２７．１，貴州１０．８
モンゴル族 ５，８１３，８４７ １４７．００ 内蒙古７０．２，遼寧１２．２，新彊３．４，吉林３．２，黒龍江２．９
チベット族 ５，４１６，０２１ ２００．００ チベット４５．６，四川２３．７，青海１９．８，甘粛８，雲南２．４
ブ イ 族 ２，９７１，５６０ ４．００ 貴州９４．４，雲南１．３
ト ン 族 ２，９６０，２９３ ２．１４ 貴州５６，湖南３０，広西１１．４
ヤ オ 族 ２，６３７，４２１ ７．５０ 広西６２．１，湖南２１．５，雲南８．１，広東６．３
朝 鮮 族 １，９２３，８４２ ６．２７ 吉林６１．５，黒龍江２３．６，遼寧７．２
ペ ー 族 １，８５８，０６３ １．９６ 雲南８４，貴州７．６，湖南７．２
ハ ニ 族 １，４３９，６７３ ３．００ 雲南９９．５
カ ザ フ 族 １，２５０，４５８ ４７．００ 新彊９９．６
リ 族 １，２４７，８１４ １．５０ 海南９１．８，貴州７．２
タ イ 族 １，１５８，９８９ ２．３６ 雲南９９
シ ョ オ 族 ７０９，５９２ ０．１９ 福建５４．９，浙江２７．４，江西１２．１，広西４．２
リ ス 族 ６３４，９１２ １．４９ 雲南９６．９，四川２．８
コーラオ族 ５７９，３５７ ０．４９ 貴州９８．３
トンシャン族 ６１３，８０５ ０．１５ 甘粛８３．３，新彊１５．１
ラ フ 族 ４５３，７０５ ０．７１ 雲南９９．２
ス イ 族 ４０６，９０２ ０．５０ 貴州９３．２，広西３．７，雲南２．２
ワ 族 ３９６，６１０ ０．７５ 雲南９８．８
ナ シ 族 ３０８，８３９ １．２８ 雲南９５．６
チ ャ ン 族 ３０６，０７２ ０．９８ 四川９９
ト ゥ 族 ２４１，１９８ ０．５３ 青海８５，甘粛１１
ムーラオ族 ２０７，３５２ ０．１２ 広西９７．９
シ ボ 族 １８８，８２４ ０．７９ 遼寧６９．５，新彊１９．１
キルギス族 １６０，８２３ ８．１４ 新彊９９
タ ホ ル 族 １３２，３９４ ２．２６ 内蒙古５９，黒龍江３５
ジンポー族 １３２，１４３ ０．３５ 雲南９９．２
マオナン族 １０７，１６６ ０．０６ 広西９８．３
サラール族 １０４，５０３ ０．２４ 青海８７．８，甘粛７．７
プーラン族 ９１，８８２ ０．２２ 雲南９９．４
タ ジ ク 族 ４１，０２８ ３．２０ 新彊９９．９
アチャン族 ３３，９３６ ▲ 雲南９９．７
プ ミ 族 ３３，６００ ▲ 雲南９８．８
エベンキ族 ３０，５０５ １．８７ 内蒙古８８．８，黒龍江９．８
ヌ ー 族 ２８，７５９ ０．６１ 雲南９８
キ ン 族 ２２，５１７ ▲ 広西８６．８，貴州５．４
ギ ノ 族 ２０，８９９ ▲ 雲南９９
トーアン族 １７，９３５ ▲ 雲南９９．６
ポウナン族 １６，５０５ ０．０９ 甘粛９０．６，青海５
オ ロ ス 族 １５，６０９ ▲ 新彊５９．８
ユ ー グ 族 １３，７１９ ２．００ 甘粛９６
ウズベク族 １２，３７０ ▲ 新彊９９．７
メ ン パ 族 ８，９２３ ０．７５ チベット９９．１
オロンチョン族 ８，１９６ ４．６８ 黒龍江５１．５，内蒙古４４．５
トールン族 ７，４２６ ０．２４ 雲南９５．１
タタール族 ４，８９０ ▲ 新彊９８．８
ホジェン族 ４，６４０ ▲ 黒龍江８８．３
高 山 族 ４，４６１ ▲ 福建１７．９，河北８．４（台湾を除く）
















































民族名 中 国 雲 南 東南アジア諸国
イ ５４５．７ ３３５．３ ベトナム０．２，ラオス０．２
ハニ １０５．９ １０５．８ ビルマ６，タイ３．５，ベトナム１，ラオス１
タイ ８４．１ ８３．６ ビルマ２５０，ベトナム７６．６，ラオス１８，タイ８
チワン １３３８．８ ８９．４ ベトナム１４９
ミャオ ５０３．６ ７５．２ ベトナム４１．１，ラオス２０，タイ５．８，ビルマ０．７～１
リス ４８．１ ４６．８ ビルマ５，タイ３
ラフ ３０．４ ３０．４ ビルマ５，タイ３，ベトナム０．４，ラオス０．２
ワ ２９．９ ２９．９ ビルマ８，タイ１．２
ヤオ １４０．４ １４．７ ベトナム３４．６，タイ５．９，ラオス０．５，ビルマ０．０１
チンボー ９．３ ９．３ ビルマ５６
ドゥアン １．２ １．２ ビルマ２４















































































































































































































































































































































































































雲南省の少数民族について―陸 偉東先生の講演にふれて―・・・・・・・・・・古川 純・・・・・・・・ ５０
（資料）中国雲南省の少数民族についての話し・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・陸 偉東・・・・・・・・ ６０
雲南省の少数民族政策の印象・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・鐘ヶ江晴彦・・・・・・・・ ６５
 西部大開発問題調査報告
再説・「発展」と「落差」と・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・井上 裕・・・・・・・・ ６７
昆明国家経済技術開発区視察報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平尾 光司・・・・・・・・ ７２
雲南経済開発の過去と現在・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・内田 弘・・・・・・・・ ８０
西部大開発問題調査報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・黒田 彰三・・・・・・・・ ８５
「西部大開発」の背景・現状・問題点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原田 博夫・・・・・・・・ ８８
Ⅵ 雲南印象記および随想
中国雲南の旅によせて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・松浦 利明・・・・・・・・ ９６
雲南調査記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・殿村 晋一・・・・・・・・１００
雲南紀行・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・泉 武夫・・・・・・・・１０６
雲南雑記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・柴田 弘捷・・・・・・・・１１２
編集後記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１７
１３
界の中心である中華の民となりえた。『中華民
族』とはこのように幅広い融通無碍な性格をも
ち，それだけに広くて重層的で多元的な文化文
明を形成しえたわけである。
ところが近代以降は，その様相が変わってき
た。『中国』は固定され，それまでにそこにの
こってきていた人々は囲いこまれ，固定された
概念のなかで『中華の民』はそこから出てゆく
ことが許されなくなった。チベット，モンゴル，
ウイグル，それに台湾などがそうである。そう
なると，かつての融通無碍な中心と周辺の関係
も，多様で多元的な文化文明も，一定の動かし
がたい形にはめこまれ，固定した価値観となっ
てしまう。それは外見上，はなはだ頑固で融通
のきかない保守性の象徴みたいに見える。学生
たちは，しばしば中華意識・思想を中国の発展
（近代化）を遅らせる精神的思想的な元凶のよ
うに考えてしまう。ここでは前近代と近代とが
断裂してしまう。中華世界の精神的感情的基盤
のうえに築かれた国民国家が内包する矛盾，と
いえるかもしれない」（姫田光義『中国革命史
私論』桜井書店，２０００年，２３４－２３５ページ）。
Ⅳ ２１世紀の少数民族問題
２１世紀初頭の現在，中国の少数民族は重大な
転換期に直面している。その背景と転換の主要
要因を列挙しよう。
① 中国政府は，「経済的，社会的および文
化的権利に関する国際規約」に署名（Ａ規約１９９７
年，Ｂ規約２００１年）した。Ａ・Ｂ両規約ともに
批准されるならば，少数民族を含む中国公民の
基本的権利・義務体系に大きなインパクトを与
える。
② 中国は，２００１年１１月のＷＴＯ加盟によっ
て各種の国際基準の遵守を要求され，少数民族
も国際競争にさらされている。
③ １９９９年以降提唱・着手された「西部大開
発」は，少数民族問題の解決と深く関連してい
る。西部開発の対象は，１２の省と自治区，直轄
市（重慶市）を含み，国土総面積の７１．４％，総
人口の２８．６％（２００１年）を占める。また，３つ
の自治州も「西部」とみなすと決定されている。
この「西部」のなかに，全国の５つの民族自治
区と３０の自治州がすべて含まれ，少数民族のほ
とんどがこの地域に居住している。西部開発の
原則の１つに，環境保全による持続的発展の重
視がある。「中国政府は，天然林の保護，農地
を林地へ，牧場を草原に戻す，砂漠化対策，水
源の保護など生態環境保護の事業に，１９９８年以
降６３６億元の国家資金を投入した。２００３年にさ
らに５０００億元を投入すると発表した」（王柯
『２０世紀中国の国家建設と「民族」』前出，２６９
ページ）。
「西部地域には，多数の少数民族を中心に
『虚勢群体』（社会的弱者）が形成されている。
かれらに対する援助を進め，格差是正を図らな
ければ，社会不安の要因となりかねない。当初，
東部地域について西部地域の資源に頼って発展
させ，その成果を西部に還元することが意図さ
れていたが，その歴史的な借りを返すことが西
部大開発に期待されている」（西村幸次郎「グ
ローバル化のかなの現代中国法」『独協国際交
流年報』第１８号，８ページ）。
④ 「１９８０年代に入って，『中華民族の多元一
体論』（費孝通）が提唱されているが，漢民族
化を中心とする画一化・中華民族化が進められ
ている。具体的には，民族区域自治に代わる地
域自治，中国語の一般化と英語・日本語等の外
国語の学習による少数民族言語の衰退，ひいて
は各少数民族の伝統文化の独自性の喪失が憂慮
される。内蒙古自治区の蒙古族の中には，モン
ゴル語を話せない人々が増えて」いる（同上，
９ページ）。さらには，存続すら危うい少数民
１４
族も現れている。人口わずか８，２００人のオロン
チョン族（内モンゴル自治区）は，政府の野生
動物捕獲禁止によって，政府の保護策があって
も，伝統的生活様式が崩壊し，自殺者，泥酔に
よる凍死者，結核患者などが絶えず，多くの女
性は，移住してきた漢族農民と結婚するなど，
他民族と結婚する「団結戸」の比重が増えてい
るのは，典型的事例である。また，「都市化」
による民族社会の特徴の消滅も重視される（王
柯『多民族国家 中国』岩波新書，２００６年，１７２
ページ以下）。
⑤ 江沢民体制から，『和諧社会（調和のと
れた社会）』をスローガンに掲げる胡錦濤体制
への移行も，重要な要因である。これまでの
小平の「先富論」（豊かになれるものから先に
豊かになる）から，「共同富裕」（みなが共に豊
かになる）の方向に基本的スタンスを転換し，
格差是正を強く求める政策である。小林正典氏
は，「『持続可能な発展』，『以人為本』，『和階社
会』，これらは，いずれも，ＵＮＤＰ（国連開
発計画）が提唱する『人間開発』の思想を基本
とするものである」とする。２００１年２月の「中
華人民共和国民族区域自治法」の改正，２００４年
９月の中国共産党中央委員会第１６期第４回総会
の決定のなかでの「以人為本」（人をもって根
本とする）の政策方針，２００５年５月の国務院の
「中華人民共和国民族区域自治法」の「実施規
定」の公布などが「人間開発」の思想を民族法
制に取り入れる契機となるとして，小林氏は民
族法制の研究を深化させている（小林正典「中
国民族法制の新展開」『一橋法学』第５巻第１
号，２００６年３月，７９ページ以下）。
小林氏は，民族区域自治法の改正諸条項を，
財務・金融・経済支援，教育・就学支援，
人口，資源，環境保護対策，その他に大別
して詳論し，残された課題として６つの項目を
指摘している。また，「実施規定」の内容とし
ては，民族自治地方の財政問題，「持続可
能な発展」と格差の是正，「以人為本」と教
育，科学技術・文化の振興の各項目について，
西部大開発との関連を含めて詳論している。最
新の研究成果として注目される。
民族（nation）とは何か。民族国家とは何か。
単一民族国家（日本はこれに近いとされる），
多民族国家とは何か。民族共同体としての「単
一民族（中華民族）国家」（中華人民共和国）
の中で，少数民族の人口・比重は増大するか否
か。漢族と少数民族の同化，少数民族相互間の
同化は，進行するか否か。このような問題意識
にもとづいていて，本稿の題名を，あえて「多
民族国家としての中華人民共和国」とした。
２００６年１１月１２日，北京の人民大会堂で，「孫
文生誕１４０周年記念大会」が，盛大に開催され
た。胡錦濤国家主席は，孫文が「中華振興」の
スローガンを提起し，「中華民族の完全な独立
と中国の民主的統一の実現」を追求したと評価
し，中国共産党は孫文の革命事業の「支持者，
協力者，継承者」であると述べた。中華人民共
和国のあり方が，孫文の「民族主義」の積極的
側面を，いかに継承し発展させるか，刮目した
い。
「多民族国家」である米国，ロシア，旧ユー
ゴスラビアなどの「民族問題」との比較検討は
今後の課題である。
多民族国家としての中華人民共和国
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